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議
員　

災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
、
住

民
の
方
々
が
助
け
合
っ
て
防
災
・
減
災

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

生
活
環
境
部
長　

県
で
は
、
こ
れ
ま
で

市
町
村
長
を
直
接
訪
問
し
て
自
主
防
災

組
織
の
結
成
を
働
き
掛
け
て
き
た
。
今

年
度
か
ら
は
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
「
い
ば
ら
き
防
災
大
学
」
の
開
催

回
数
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
自
主
防
災

組
織
の
結
成
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

が
ん
予
防
の
た
め
に
は
健
康
的

な
生
活
習
慣
が
重
要
で
あ
り
、
が
ん
の

早
期
発
見
の
た
め
に
は
定
期
的
な
が
ん

検
診
の
受
診
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
長　

広
く
県
民
に
健
康
的

な
生
活
習
慣
と
が
ん
予
防
に
関
す
る
知

識
の
普
及
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
が

ん
検
診
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
関

係
機
関
が
連
携
し
て
が
ん
検
診
の
受

診
率
向
上
に
取
り
組
む
な
ど
、
が
ん

検
診
の
受
診
促

進
に
一
層
努
め

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
小

貝
川
の
治
水
対

策
、
ニ
セ
電
話

詐
欺
対
策
な
ど

も
質
問
）

鈴木　亮寛 議員
いばらき自民党
つくばみらい市選出 

一括方式

議
員　

こ
れ
ま
で
の
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄

化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
評
価
結
果
を

踏
ま
え
、
第
十
七
回
世
界
湖
沼
会
議
を

契
機
と
し
た
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

霞
ヶ
浦
の
水
質
改
善
に
は
、
汚

濁
発
生
源
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
主
体

が
力
を
合
わ
せ
て
排
出
負
荷
の
削
減
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
県
民
総
参

加
で
水
質
浄
化
に
取
り
組
む
気
運
を
醸

成
し
、
流
域
全
て
の
関
係
者
が
役
割
分

担
し
な
が
ら
総
合
的
な
保
全
対
策
を
実

施
す
る
流
域
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー

ド
面
で
の
施
設
不
足
や
保
育
士
の
人
材

不
足
な
ど
、
複
数
の
発
生
要
因
が
考
え

ら
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
解
消
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

市
町
村
と
連
携
し
、

特
に
待
機
児
童
の
多
い
地
域
を
中
心
に

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を
進

め
る
ほ
か
、「
保
育
士
修
学
資
金
等
貸

付
事
業
」
の
実
施
や
県
子
育
て
人
材
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
就
職
支
援
な
ど
に
よ

り
、
保
育
士
の

確
保
を
図
っ
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
高

齢
者
虐
待
の
防

止
、
若
者
へ
の

就
職
支
援
な
ど

も
質
問
）

石塚　仁太郎 議員
いばらき自民党
坂 東 市 選 出  

一括方式

議
員　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
に
茨
城

県
文
化
振
興
条
例
が
制
定
・
施
行
さ
れ

た
が
、
文
化
振
興
の
さ
ら
な
る
推
進
に

向
け
た
基
金
の
活
用
方
法
は
。

知
事　

い
ば
ら
き
文
化
振
興
財
団
の
基

金
と
の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
運
用
す
る

が
、
今
年
度
は
基
金
の
運
用
益
を
活
用

し
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
発
展
に
取
り

組
む
「
伝
統
文
化
総
合
支
援
事
業
」
を

新
た
に
実
施
す
る
。
今
後
は
文
化
芸
術

の
専
門
家
な
ど
で
構
成
す
る
文
化
審
議

会
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
基
金
の
活

用
方
法
や
規
模
な
ど
を
検
討
す
る
。

議
員　

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴

い
、
若
者
に
対
す
る
「
選
挙
制
度
を
学

ぶ
機
会
」
を
ど
の
よ
う
に
拡
大
・
充
実

さ
せ
て
い
く
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

高
等
学
校

な
ど
に
お
け
る
出
前
講
座
の
実
施
回
数

を
増
や
す
と
と
も
に
、
講
座
の
内
容
も

学
校
側
の
要
望
に
応
じ
て
よ
り
具
体
的

な
も
の
と
す
る
。
さ
ら
に
市
町
村
の
選

管
と
連
携
し
て
、
出
前
講
座
を
効
果
的

に
実
施
で
き
る
体
制
の
整
備
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
国
体
を
契
機
と
し
た

ド
ー
ピ
ン

グ
対
策
、

関
根
川
・

花
貫
川
の

河
川
整
備

な
ど
も
質

問
）

岡田　拓也 議員
いばらき自民党
高 萩 市 選 出  

一括方式

議
員　

犯
罪
被
害
者
が
す
ぐ
に
相
談
で

き
る
体
制
づ
く
り
な
ど
、
支
援
体
制
の

充
実
・
強
化
が
重
要
と
考
え
る
が
、
今

後
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

市
町
村
へ
働
き
掛
け

た
結
果
、
四
月
末
ま
で
に
全
市
町
村
に

相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
た
。
今
後
は
窓

口
担
当
者
向
け
の
研
修
の
実
施
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
窓
口
応
対
を
支
援
す
る
。

ま
た
、
講
演
会
の
開
催
数
を
増
や
す
な

ど
、
被
害
者
支
援
の
重
要
性
に
対
す
る

県
民
理
解
の
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

関
係
者
相
互
の
連
携
強
化
を
図
る
。

 

老
朽
原
発
の
廃
炉

議
員　

六
月
二
日
、
東
海
第
二
発
電
所

内
の
廃
棄
物
処
理
施
設
で
放
射
性
廃
液

が
漏
れ
出
す
事
故
が
発
生
し
た
。
県
へ

の
速
報
開
始
時
刻
ま
で
、
二
時
間
か

か
っ
た
と
思
う
が
、
こ
の
事
故
を
受
け
、

県
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

知
事　

日
本
原
電
か
ら
逐
次
情
報
収
集

し
、
県
民
に
公
表
し
た
。
翌
日
に
は
東

海
村
と
立
ち
入
り
調
査
を
実
施
し
、
初

動
対
応
を
含
め
原
因
究
明
や
再
発
防
止

策
の
検
討
な
ど
の
要
請
を
行
っ
た
。
今

後
、
日
本
原
電
の
対
応
状
況
の
報
告
を

受
け
、
必
要
な
対
策
を
求
め
て
い
く
。

議
員　

台
風
な
ど
で
恋
瀬
川
が
氾
濫
す

る
た
び
、
河
川
改
修
事
業
区
間
よ
り
上

流
区
間
に
お
い
て
、
住
宅
浸
水
な
ど
大

き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
、

ど
の
よ
う
な
整
備
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

土
木
部
長　

今
般
、
国
な
ど
と
の
協
議

の
結
果
、
上
流
区
間
約
六
・
四
㌔
に
つ

い
て
、
事
業
区
間
の
延
伸
が
決
定
し
た
。

事
業
完
了
ま
で
に
相
当
な
時
間
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
流
れ
の
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
約
二
㌔
区
間

を
先
行
し
て
、
今

年
度
か
ら
掘
削
工

事
に
着
手
し
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
支
援
、

命
を
つ
な
ぐ
移
植

医
療
な
ど
も
質
問
）

議
員　

鬼
怒
川
の
堤
防
整
備
で
は
宅
地

側
の
法
面
強
化
を
国
に
要
請
す
べ
き
で

あ
る
。
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
拡

充
も
国
に
要
請
し
、
実
現
す
る
ま
で
県

独
自
の
上
乗
せ
を
す
べ
き
だ
が
所
見
は
。

知
事　

堤
防
整
備
は
、
現
在
の
計
画
を

迅
速
か
つ
着
実
に
、
一
日
で
も
早
く
進

め
て
い
た
だ
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

支
援
金
の
拡
充
は
引
き
続
き
粘
り
強
く

国
に
働
き
掛
け
る
。
災
害
の
規
模
に

よ
っ
て
は
極
め
て
多
額
に
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
県
単
独

の
負
担
措
置
は
難

し
い
。

（
ほ
か
に
、
知
事

の
政
治
資
金
、
特

別
支
援
学
校
の
新

設
な
ど
も
質
問
）

戸井田　和之 議員
無 　 所 　 属
石 岡 市 選 出  

一括方式

山中　たい子 議員
日 本 共 産 党
つ く ば 市 選 出  

一括方式

待
機
児
童
へ
の
対
策

恋
瀬
川
の
氾
濫
対
策

世
界
湖
沼
会
議
を
契
機
と
し
た

霞
个
浦
の
水
質
浄
化

犯
罪
被
害
者
の
支
援
体
制
強
化

自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進

文
化
振
興
条
例
の
推
進
と

基
金
の
活
用

若
者
に
対
す
る

「
選
挙
を
学
ぶ
機
会
」
の
確
保

豪
雨
災
害
対
策

が
ん
予
防
の
推
進
と
が
ん
検
診
の

受
診
促
進

いばらき防災大学における講習会の様子

県民総参加での水質浄化が
求められる霞ヶ浦

出前講座の様子

犯罪被害者支援街頭キャンペーンの様子

廃棄物処理施設への立ち入り調査の様子

６
月
９
日︵
木
︶

　

鈴す
ず
き木　

　

亮
り
ょ
う
か
ん寛　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

石い
し
つ
か塚　

仁じ
ん
た
ろ
う

太
郎　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

戸と

い

た
井
田　

和か
ず
ゆ
き之　

︵
無　
　

所　
　

属
︶

６
月
10
日︵
金
︶

　

岡お
か
だ田　

　

拓た
く
や也　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ　
︵
日
本
共
産
党
︶

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

６
月
13
日︵
月
︶　

　

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む　

︵
公　
　

明　
　

党
︶

　

下し
も
じ路　

健け
ん
じ
ろ
う

次
郎　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

横よ
こ
や
ま山　

　

忠
ち
ゅ
う
い
ち市　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

一般質問（要旨）


